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財政援助団体等監査報告書の提出について 

 

 

 地方自治法第 199条第 7項の規定による監査を実施したので、同条第 9項の規定により

監査結果に関する報告書を提出する。 

 



- 1 - 

 

財政援助団体等監査報告書 

 

 

第１ 監査の概要 

１ 監査の対象 

    瑞穂市商工会（以下、「商工会」という。）の令和 2年度の財政援助（補助金）

に係る出納及び出納に関連した事務の執行について、瑞穂市監査基準（令和２年瑞

穂市監査委員告示第４号）に基づき、監査を行った。なお、監査の実施において必

要と認められた場合は、令和 3 年度及び平成 31 年度以前の財政援助についても対

象とした。 

      

２ 監査の実施場所及び期間 

   瑞穂市役所 

    令和 3年 10月 6日（水）から令和4年 1月 21日（金）まで 

 

３ 実施した監査手続 

    商工会における上記補助金に係る出納及び出納に関連した事務の執行について、

出納関係帳票その他関係書類の確認及び職員に対する質問その他必要と認めた監

査手続を実施した。 

    また、商工農政観光課の上記補助金に係る事務の執行について、同課から提出さ

れた関係書類に基づいて、質問その他必要と認めた監査手続を実施した。 

 

第２ 監査の結果と意見 

 １ 商工会の概要 

（１）事業概要 

    商工会は、定款の定めにより主たる事務所を岐阜県瑞穂市別府 1295 番地 3（瑞穂

市役所 第 3庁舎）に置いている。 

    設立の目的は、「地区内における商工業の総合的な改善発達を図り、あわせて社会

一般の福祉の増進に資し、もって国民経済の健全な発展に寄与すること」とされて

おり、目的を達成するために次の事業を行うとしている。 

1. 商工業に関し、相談に応じ、又は指導を行うこと。 

2. 商工業に関する情報又は資料を収集し、及び提供すること。 

3. 商工業に関する調査研究を行うこと。 

4. 商工業に関する講習会又は講演会を開催すること。 

5. 展示会、共進会等を開催し、又はこれらの開催のあっせんを行うこと。 

6. 商工業に関する施設を設置し、維持し、又は運用すること。 

7. 商工会としての意見を公表し、これを国会、行政庁等に具申し、又は建議す

ること。 

8. 行政庁等の諮問に応じて、答申すること。 

9. 社会一般の福祉の増進に資する事業を行うこと。 

10. 岐阜県商工会連合会の委託を受けて商工貯蓄共済事業の業務を行うこと。 
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11. 行政庁から委託を受けた事務を行うこと。 

12. 商工業者の福利厚生に資する事業を行うこと。 

13. 輸出品の原産地証明を行うこと。 

14. 商工業者の委託を受けて、当該商工業者が行うべき事務（その従業員のため

の事務を含む。）を処理すること。 

15. 岐阜県商工会連合会の委託を受けて、全国商工会連合会が行う全国商工会会

員福祉共済の業務を行うこと。 

16. 外国人研修生の受入に関する事業を行うこと。 

17. 前各号に掲げるもののほか、本商工会の目的を達成するために必要な事業を

行うこと。 

 

  （２）組織 

    定款第 18条の規定により、商工会には会長 1名、副会長 2名、理事 28名、監事

2 名の役員が置かれている。また、同第 56 条の規定により事務局が置かれており、

事務を処理するため、事務局長 1 名、経営指導員 3 名、経営支援員 2 名、記帳員 3

名が配置されている。 

 

  （３）決算状況 

商工会における収支決算額の推移は、次のとおりである。 
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令和 2年度は、収入合計 67,802,887 円に対し、支出合計 63,450,744 円であり、

収支差額 4,352,143 円は、令和 3年度に繰り越されている。 

     

  （４）補助金額の推移 

     市から商工会に対して交付している商工会活動補助金（瑞穂市商工業振興事業

補助金交付要綱）の推移は、次のとおりである。 

 

                                       単位：円  

補助事業名 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度※ 

商工会活動 

事業運営 8,828,392 9,151,203 10,000,000 

瑞穂市認定特定創

業支援事業 
1,000,000 1,000,000 1,000,000 

                                 ※令和3年 12月末日現在 

 

 

２ 商工会について 

番号 内 容 監査の結果 監査の意見 

１ 

振興資金

引当預金

について 

 令和 2年度に2,175円（預

金利息）が振興資金引当預金

として積立てられており、令

和3年3月末現在の預金残高

は26,324,380円であった。 

 商工会によると、振興資金引当預金は、商工会

館の建設や取得等を目的とした預金であるが、現

在は商工会館を建設する計画はないとのことであ

った。 

 商工会館を建設する計画がないのであれば、振

興資金引当預金は、余剰資産となり市から補助金

を受ける理由がないため、早急に計画を定め、振

興資金引当預金の活用を検討すべきである。 

 

 

３ 商工農政観光課について 

番号 内 容 監査の結果 監査の意見 

２ 

充当財源、

繰越金に

ついて 

 商工会活動補助金（事業運

営）の算定において、収入で

ある会費、手数料、特別会計

繰入金等が充当されず算定

されていた。また、繰越金が

年々増加していた。 

 

 

【繰越金】 

年度 金 額 

H30 2,831,418 円 

R1 3,188,231 円 

R2 4,352,143 円 

 

 

担当課によると、商工会活動補助金（事業運営）

は、商工会の経費を「①経営改善普及事業人件費

分及び事業分」「②地域総合振興事業費・受託事業

費」「③管理費」の３つに分け、それぞれの事業費

から特定財源、除外経費を除いた額に市の補助率

（①は1/2、②③は 1/3）をかけた額を補助し、不

足分に会費、手数料等が充当されているとのこと

であり、補助率による補助であるためこのような

取扱（算定）としているとのことであるが、瑞穂

市補助金等の交付に関する指針で、繰越金につい

て「自主財源を先に支出に充て、不足分に補助金

を充当するものとし、余剰金の中で精算すべきも

のは精算を行う。」となっているため、商工会活動

補助金（事業運営）の算定において自主財源（会

費、手数料等）を先に充当すべきである。また、

繰越金が年々増加しているため、繰越内容を精査

し、補助を削減する等の検討をしていただきたい。 
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番号 内 容 監査の結果 監査の意見 

３ 

補助対象

経費、履行

確認につ

いて 

商工会活動補助金の事業

実施報告書を確認したとこ

ろ、総会記念品代・飲食代が

補助対象経費として補助金

交付されていた。また、履行

確認は、決算書のみで確認し

ていた。 

 

商工会活動補助金の交付目的として、瑞穂市商

工業振興事業補助金交付要綱第１条で「この告示

は、市内の商工会が行う小規模事業者の指導事業

及び商工業者の振興と安定を図るための事業に要

する経費について、補助金を交付するために必要

な事項を定め、もって商工業の総合的な発展に寄

与することを目的とする。」と規定されている。 

総会記念品が小規模事業者の指導事業及び商工

業者の振興と安定を図るための事業で、商工業の

発展にどのような効果があるのか担当課に確認し

たところ、「総会記念品に効果が認められるとは考

えられません。」とのことであった。 

総会記念品に効果が認められないのであるなら

ば、補助対象外経費にすべきである。 

 

 瑞穂市補助金等の交付に関する指針で、補助対

象として相応しくない支出について「交際費、慶

弔費、飲食費、懇親会費、積立金、慰安的な旅行

に要する経費など受益者負担で賄うべき経費は補

助対象外経費とする。」となっているが、飲食代（飲

食費）を補助対象経費として補助金交付されてお

り、指針に反しているため指針に基づいて飲食代

（飲食費）を補助対象外経費とすべきである。 

 

瑞穂市補助金等の交付に関する指針で、履行確

認について「決算書、事業報告書以外にも積極的

に必要な書類を求める。また、必要に応じて調査

（現場確認も含む。）を行う。（市には地方自治法

第 221 条第 2 項に基づく調査権限がある。）」とな

っているため、決算書以外にも履行確認書類とし

て総勘定元帳等の確認を行うべきである。  

 

以上 

 

 


